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1.企 画 運 営
2009年度の 「医薬看連携早期体験学習」は7名 のコー
スディレクタによって企画および運営が行われた。7名
の内訳は医学研究科4名(教 授3名 、助教1名)、 薬学












メンバー(医 学研究科2名 、薬学研究科1名 、看護学部
1名)に 任 された。そのため医薬看教育連絡会 と称 して
メンバーを増やし、各学部のカ リキュラム方針や科 目構
成、時間割をもとに、三学部による連携教育の方法 と内





更 され、2009年 度に三学部の学生 と教員による 「医薬看
連携早期体験学習」の開講に至った。







えた仲間づ くりが可能 となる。 このことによって、それ
ぞれが目指す職種の役割をお互いに理解 し、チーム医療
の基盤を形成することができる。





























4.学 習方法 と学習 内容
1)グ ループ編成
医学部、薬学部、看護学部の学生の混成による24グ
ループが形成 された。2009年 度の1年 次学生は医学部
93名 、薬学部63名 、看護学部86名 、合計242名 であっ
たため、各 グループは医学部生3-4名 、 薬学部生


















③ 薬害サ リドマイ ドから学ぶ－薬害の教訓は生か
されているのか(財 団法人い しづえ サ リドマイ
ド福祉センター常務理事 増山ゆかり氏)





































































































































































































































































































































救命処置(Basic Life Support:BLS)の 修得を目
指 して行われた。内容や方法は次の通 りである。
① グループワークの進め方(コ ーディネータ;薬
学研究科 大矢進准教授):討 議義の一方法 として
KJ法 の説明を受け、各グループでテーマに沿 っ
た討議を行い、結果を発表する。
② ロールプレイ(コ ーディネータ;医 学研究科
早野):シ ナ リオに沿 って患者 と医療者を演 じ、
その後、討議する。
③ 基本的スキル(コ ーディネータ;看 護学部 明
石):手 指衛生の方法、車椅子 ・ス トレッチャー
への移乗 と移送、高齢者の疑似体験を通 して、患
者の気持ちを知 り、医療者 としての接 し方を考え
る。
































① 出席:体 験学習を主 とした科目であるため、8割
以上の出席を基準 とし、すべて出席 し、遅刻 ・早退
がなければ加点 した。無断遅刻 ・無断早退 はそれぞ
れ1回 の欠席 とみな し、無断欠席の場合は単位を取
得 で きな い こ とが あ る もの と した。 これ に よ って、
チ ー ム 医療 に お け る報 告 や連 絡 の重 要 性 を学 生 が 自
覚 す るよ うに仕 向 けた。
② 臨床 体 験:身 だ しな み や行 動 な ど医療 を学 ぶ者 と
して の 最 低 限 の 自 己管 理 を 行 う こ と、 そ して、 「臨
床 体 験 を通 して の学 び」 を テ ー マ とす る レポ ー トの
提 出 を 基 準 と した。 レポ ー トをA・B・Cの3段 階 で
評 価 し、A評 価 とB評 価 に加 点 した。
③ ポ ー トフ ォ リオ:本 科 目は学 生 の体 験 に よ る学 習
を重 視 して い るた め、 自分 自身 の成 長 の記 録 と して
の ポ ー トフ ォ リオ を課 し、 指 示 に従 って ポ ー トフ ォ
リオ を 作 成 ・提 出 す る こ とを 基 準 と した。A・B・
Cの3段 階 で評 価 し、A評 価 とB評 価 に加 点 した。
④ 課 題 研 究:グ ル ー プ で ポ ス ター 発 表用 の 資料 を作
成 し、 発表 す る こ とを基 準 と した。 学 生 に よ る評 価
と教 員 に よ る グ ル ー プ の 評 価 を行 い 、 上 位3グ ル ー
プ に加 点 した。
表2医 薬看護学部連携早期体験学習 グループ研究の課題









学生 も遅刻の連絡 はな く、連絡するよりも早 く登校 した
ほうがよいと判断 したと言 っていた。 これに対 して、そ
の意見も認めたうえで、学生を待 っている者 は心配 して
いることを伝え、連絡の必要性を再度指導 した。なお、









促 した。臨床体験の レポー ト内容 は、初めて見る医療現
場への驚きや感激、感心などが表現 され、それぞれの職
種に対 して予想を超える多忙 さや役割の重要 さを認識 し
た様子が記述 されていた。
ポー トフォリオの評価の視点 は、情報の整理、 自分で
集 め た文 献 ・資 料 、 創 意 ・工 夫 、 成 長 記 録 の4点 で あ っ
た。 学 生 は、 本 授 業 の初 回 に学 部 別 に色 分 け され た フ ァ
イ ル(医 学 部 生;青 、 薬 学 部 生;黄 、 看 護 学 部 生;赤)
を渡 され、 配 布 され た 資料 や 自分 で作 成 した 資料 な どを
経 時的 に フ ァイ リングす るよ う指 示 され て い た。 しか し、
学 生 に よ って ポ ー トフ ォ リオ の 内容 は異 な り、 配 布 され
た 資料 の み が雑 多 に綴 じ られ て い る もの、 きち ん と揃 え
て イ ンデ ッ クス が つ け られ て い る もの 、積 極 的 な 自己学
習 が な され て い る もの な ど、 さま ざ ま で あ った。 ま た、
成 長 記 録 の 「成 長 した こ と」 に は、 グル ー プ ワー クの方
法 が身 に付 い た、 相 手 の立 場 を考 え て行 動 で き るよ うに
な った、BLSが で き るよ うに な った、 医療 の現 場 の大 変
さを痛 感 した、 そ れ ぞ れ の職 種 の責 任 の重 さを感 じた、
チ ー ム 医療 の実 際 が わ か った、 な どが記 述 され て い た。
そ して、 そ れ らの学 び を これ か らの学 生 生 活、 さ らに 医
療 従 事 者 に な った 時 に活 か して い きた い と異 口 同音 に述
べ られ て い た。
最 後 に課 題 研 究 は、 全 て の グル ー プ が与 え られ た テ ー
マ に つ い て調 べ た り、 考 え た り した こ とを ま とめ、 ポ ス
ター 発表 す る こ とが で きた。 発表 会 場 で は、 グル ー プ ご
とに 自信 に満 ち た発 表 が行 わ れ、 そ れ に対 す る質 疑 応答
も非 常 に活 発 で あ った。 ま た、 学 生 お よ び教 員 に よ る評
価 が行 わ れ た が、 そ れ ぞ れ に 高 く評 価 され た グル ー プ は
異 な って い た。
7.今 後 の課題
授 業 評 価 ア ン ケ ー トに は199名 の 学 生 が 回 答 した。 総
合 評 価 は4.21(教 養 教 育 科 目平 均4.18)で あ り、 各 評 価
項 目を み て も、 全 体 の平 均 点 よ りわ ず か に 高 い評 価 が得
られ た。 ま た、 達 成 項 目別 に み る と、 問題 発 見 解 決 能 力
41.7%(教 養 科 目平 均35.3%)、 自 己能 力 向上57.8%(同
52.4%)、 社 会 的 視 野60.8%(同63.9%)、 知 的 関 心49.3
%(同51.2%)で あ っ た。 一 方 、 自由 記 述 欄 に は、 「医
療 人 とな る人 間 と して の意識 が 高 ま った」、「視 野 が広 が っ
た 」、 「他 学 部 の 人 と の交 流 が もて た」、 「楽 しか った 」、
「名 市 大 だ け に しか で き な い授 業 」 な ど、 授 業 内 容 に対
す る肯 定 的 な意 見 が 多 か った 。 しか し、 「疲 れ た 」、 「大
変 だ った」、 「早 期体 験 の意 義 を 見 い だ せ な い」 とい った
否 定 的 な意 見 もあ っ た。 ま た 、 「説 明 不 足 」、 「決 ま って
い な い こ とが 多 か った」、 「発 表会 の会 場 が狭 い」 な ど、
運 営 上 の課 題 も記 述 され て い た。
以 上 の結 果 を総 合 す る と、 医療 現 場 に お け る課 題 に 関
す る講 義 、 基 本 医療 技 能 実 習 に お け る議義論 方 法 や基 本 的
医療 技 術 の修 得 、 医療 現 場 の体 験 や 医療 従 事 者 か らの 直
接 指 導 、 グル ー プ ワー クに お け る課 題 探 求型 の学 習 や他





多 くの方々の協力がな くては実現 しないことをふまえ、
関係各位 との繋がりを大切にするとともに、名古屋市立
大学医学部 ・薬学部 ・看護学部の看板授業となるよう努
力 していきたいと考える。
